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吉川榮和　会長
 自学自修自彊の勧め

シンビオ社会研究会の会員情報・役員リスト

活動報告
・シンビオ・黄檗会共催講演会
・「日本のエネルギー政策の動向」東京講演会、同 大阪講演会
・研究談話会
・第２２回原子力工学国際会議（ＩＣＯＮＥ22）参加報告
・将来型Ｉ＆Ｃと２１世紀の共生型原子力システム
　　合同国際会議（ＩＳＯＦＩＣ/ＩＳＳＮＰ2014）参加報告
・第９回米国原子力学会トピカル会議（ＮＰＩＣ＆
　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＭＩＴ2015）参加報告
・会員からの寄稿
　・工学システムの設計と運転のための機能モデリングに
　　関する第２回国際ワークショップ（ＩＷＦＭ2015）報告
　・ミュンヘン工科大学滞在報告
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2014年度の主な活動実績

5月23日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　シンビオ講演会（黄檗会との共催：京都）
8月18日　　 第2回理事会・第1回研究談話会
11月14日　　「日本のエネルギー政策の動向」東京講演会

2015年
2月20日　　 第3回理事会・
　　　　　　「日本のエネルギー政策の動向」大阪講演会
4月24日　　 第4回理事会（2014年度）

2015年度の主な活動予定

4月24日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　シンビオ講演会(黄檗会との共催：京都）
5月17～21日 ＩＣＯＮＥ23(幕張)に協賛
8月25～28日 ＳＴＳＳ/ＩＳＳＮＰ2015(京都)に協賛　　 
12月　　　　第2回理事会・
　　　　　　関東シンビオ・黄檗会講演会（東京）
2016年
3月　　 　　第3回理事会・シンビオ講演会(関西)
5月　　　　 第4回理事会
　　　　　　



　

「
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
」
に
つ
い
て
、
「
シ
ン
ビ
オ
と
は
何
の
こ
と
？
」
と
よ
く
人
に
聞
か
れ
ま

す
が
、
「
共
生
」
（
英
語
で
シ
ン
ビ
オ
シ
ス
）
の
こ
と
で
す
。
平
成
十
年
か
ら
三
年
間
京
大
エ
ネ
ル
ギ

ー
科
学
研
究
科
に
設
置
さ
れ
た
関
電
寄
付
講
座
を
担
当
さ
れ
た
宮
沢
龍
雄
先
生
（
東
芝
元
技
監
）
が

「
科
学
技
術
の
人
・
社
会
・
環
境
と
の
調
和
・
共
生
の
在
り
方
」
を
共
考
す
る
研
究
会
を
提
起
さ
れ
、

取
り
組
み
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
講
座
終
了
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

学
分
野
で
「
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
」
を
継
承
し
、
当
方
が
平
成
十
八
年
京
大
退
職
後
は
N
P
O
法
人

化
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
の
皆
さ
ん
の
支
援
で
継
続
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
に
は
様
々
な
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
本
会
で
は
そ
の
主
た
る
対
象
は
社
会
で
意
見
が
分
か

れ
て
い
た
原
子
力
発
電
で
し
た
。
私
自
身
は
そ
の
社
会
的
受
容
性
を
高
め
る
に
は
、
「
原
子
力
発
電
の

安
全
性
・
信
頼
性
の
向
上
」
が
肝
要
と
考
え
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
三
年

三
月
発
生
の
東
電
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
の
在
り
方
を
根
本
的

に
反
省
す
る
大
事
故
だ
っ
た
し
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
も
原
子
力
に
は
批
判
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
福
島
事
故
か
ら
四
年
目
、
全
面
停
止
に
至
っ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
も
三
々
五
々
再
稼
働
の

機
運
に
あ
り
ま
す
が
、
原
発
再
稼
働
を
巡
っ
て
早
速
相
反
す
る
司
法
判
決
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
原
子
力

の
社
会
と
の
共
生
は
い
ま
だ
道
遠
し
の
感
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
福
島
事
故
後
安
全
規
制
体
制
を
改
革

し
た
と
い
っ
て
も
そ
れ
で
万
々
歳
か
な
と
は
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
原
子
力
発
電
の
存
続

が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
定
着
す
る
に
は
、
原
子
力
に
関
わ
る
教
師
、
役
人
、
技
術
者
全
員
が

反
省
し
て
“
自
学
自
修
自
彊
”
に
励
む
こ
と
が
社
会
の
信
頼
回
復
の
上
で
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
の
現
場
の
皆
さ
ん
が
安
全
性
や
信
頼
性
の
向
上
に
自
発
的
に
取
り
組
む
た
め
の
方
法
の
創

出
に
目
標
を
定
め
て
本
会
の
研
究
調
査
、
社
会
啓
発
、
国
際
協
力
の
三
事
業
の
特
色
を
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会　

会
長　

吉
川　

榮
和

（任期：平成28年4月30日まで）

役職名 氏　　名

　会長

副会長

理事

監事

自
学
自
修
自
彊
の
勧
め

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト

シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
１．正会員　２．登録会員　３．賛助会員　４．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
●本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
　もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
　更には入会金は不要です。
●正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
  また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
　されます）。

入会の方法

会員の種類

シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ（※）より会員入会
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。

●郵送の場合
〒606-8202　　京都市左京区田中大堰町４９　
（公財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛
●電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbio-office@nike.eonet.ne.jp

吉川　榮和

五福　明夫、永里　善彦、中村　洋之、吉田　民也

伊藤　京子　　石井　裕剛　　大須賀　安彦　
金山　正樹　　久郷　明秀　　下田　宏　　　
成松　洋　　　新田　隆司　　新田　純也　　
根岸　和生　　藤井　有蔵    山本　倫也　　

神谷　俊夫　　杉万　俊夫

役員リスト

（※）http://sym-bio.jpn.org/homepage.php



　

「
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
」
に
つ
い
て
、
「
シ
ン
ビ
オ
と
は
何
の
こ
と
？
」
と
よ
く
人
に
聞
か
れ
ま

す
が
、
「
共
生
」
（
英
語
で
シ
ン
ビ
オ
シ
ス
）
の
こ
と
で
す
。
平
成
十
年
か
ら
三
年
間
京
大
エ
ネ
ル
ギ

ー
科
学
研
究
科
に
設
置
さ
れ
た
関
電
寄
付
講
座
を
担
当
さ
れ
た
宮
沢
龍
雄
先
生
（
東
芝
元
技
監
）
が

「
科
学
技
術
の
人
・
社
会
・
環
境
と
の
調
和
・
共
生
の
在
り
方
」
を
共
考
す
る
研
究
会
を
提
起
さ
れ
、

取
り
組
み
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
講
座
終
了
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

学
分
野
で
「
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
」
を
継
承
し
、
当
方
が
平
成
十
八
年
京
大
退
職
後
は
N
P
O
法
人

化
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
の
皆
さ
ん
の
支
援
で
継
続
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
に
は
様
々
な
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
本
会
で
は
そ
の
主
た
る
対
象
は
社
会
で
意
見
が
分
か

れ
て
い
た
原
子
力
発
電
で
し
た
。
私
自
身
は
そ
の
社
会
的
受
容
性
を
高
め
る
に
は
、
「
原
子
力
発
電
の

安
全
性
・
信
頼
性
の
向
上
」
が
肝
要
と
考
え
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
三
年

三
月
発
生
の
東
電
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
の
在
り
方
を
根
本
的

に
反
省
す
る
大
事
故
だ
っ
た
し
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
も
原
子
力
に
は
批
判
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
福
島
事
故
か
ら
四
年
目
、
全
面
停
止
に
至
っ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
も
三
々
五
々
再
稼
働
の

機
運
に
あ
り
ま
す
が
、
原
発
再
稼
働
を
巡
っ
て
早
速
相
反
す
る
司
法
判
決
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
原
子
力

の
社
会
と
の
共
生
は
い
ま
だ
道
遠
し
の
感
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
福
島
事
故
後
安
全
規
制
体
制
を
改
革

し
た
と
い
っ
て
も
そ
れ
で
万
々
歳
か
な
と
は
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
原
子
力
発
電
の
存
続

が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
定
着
す
る
に
は
、
原
子
力
に
関
わ
る
教
師
、
役
人
、
技
術
者
全
員
が

反
省
し
て
“
自
学
自
修
自
彊
”
に
励
む
こ
と
が
社
会
の
信
頼
回
復
の
上
で
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
の
現
場
の
皆
さ
ん
が
安
全
性
や
信
頼
性
の
向
上
に
自
発
的
に
取
り
組
む
た
め
の
方
法
の
創

出
に
目
標
を
定
め
て
本
会
の
研
究
調
査
、
社
会
啓
発
、
国
際
協
力
の
三
事
業
の
特
色
を
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会　

会
長　

吉
川　

榮
和

（任期：平成28年4月30日まで）

役職名 氏　　名

　会長

副会長

理事

監事

自
学
自
修
自
彊
の
勧
め

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト

シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
１．正会員　２．登録会員　３．賛助会員　４．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
●本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
　もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
　更には入会金は不要です。
●正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
  また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
　されます）。

入会の方法

会員の種類

シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ（※）より会員入会
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。

●郵送の場合
〒606-8202　　京都市左京区田中大堰町４９　
（公財）応用科学研究所内
シンビオ社会研究会　事務局宛
●電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　symbio-office@nike.eonet.ne.jp

吉川　榮和

五福　明夫、永里　善彦、中村　洋之、吉田　民也

伊藤　京子　　石井　裕剛　　大須賀　安彦　
金山　正樹　　久郷　明秀　　下田　宏　　　
成松　洋　　　新田　隆司　　新田　純也　　
根岸　和生　　藤井　有蔵    山本　倫也　　

神谷　俊夫　　杉万　俊夫

役員リスト

（※）http://sym-bio.jpn.org/homepage.php



活
動
報
告

活
動
報
告

シ
ン
ビ
オ
講
演
会
・
懇
親
会（
黄
檗
会
と
共
催
）報
告

 
 

福
島
事
故
後
四
年
を
経
過
し
、
わ
が
国
の
す
べ
て
の
原
発
は
停
止
し
て
い
ま
す
。
電
気

供
給
そ
の
も
の
は
、
福
島
事
故
以
前
は
経
済
性
の
面
か
ら
休
眠
中
の
火
力
発
電
所
の
フ
ル

稼
働
に
加
え
急
遽
の
新
設
で
確
保
さ
れ
て
い
て
、
幸
い
に
も
こ
れ
ま
で
電
力
需
給
上
の
問

題
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
原
発
な
し
で
も
電
気
供
給
は
大
丈
夫
と

の
世
論
形
成
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
将
来
基
盤
に
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
検
討

ま
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
例
年
は
三
月
上
旬
に
大
阪
で
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
問
題
の
国
際
動
向
」
に
関
わ
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

六
年
度
は
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状
と
将
来
の
在
り
方
に
そ
の
観
点
を
転
換

し
て
、
東
京
と
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
」
を
共
通
の
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
講
演
会
は
黄
檗
会
と
の
共
催
で
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
、
京
都
大
学
東
京
オ

フ
ィ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
澤
昭
裕
氏
（
国
際
環
境
経
済
研
究
所
副
理
事
長
・
所

長
）
か
ら
「
今
、
何
を
議
論
す
べ
き
な
の
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検

討
」
と
題
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
視
点
と
基
本
計
画
、
電
力
自
由
化
、
原
子
力
の
規
制

問
題
お
よ
び
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
さ
れ
、
福
島
事
故
後
の
原
子
力
事
業

に
は
そ
の
厳
し
い
現
実
を
認
識
し
て
事
業
経
営
の
改
め
る
べ
き
事
項
を
指
摘
し
、
一
方
本

来
の
使
命
を
認
識
し
て
い
な
い
原
子
力
規
制
委
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
と
規
制
上

改
め
る
べ
き
事
項
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
山
本
隆
三
氏
（
同
主
席
研
究
員
）
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
経
済
成
長
」
と
題
す
る
講
演
で
は
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
や
経
済
問
題
を
米
欧
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
原
子
力
活
用
の
具
体
的
な
進
め
方
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

両
講
演
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)

を
参
照
く
だ
さ
い
。

浦
山　

大
輝　

記

「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
」 

東
京
講
演
会
報
告

吉
田　

民
也　

記

 

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
、
京
都
大
学
時
計
台
記
念
館
二
階
の
会
議
室
Ⅲ
で
の

当
会
通
常
総
会
の
後
、
「
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
の
診
断
、
運
転
員
支
援
シ
ス
テ
ム
か
ら
医

療
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
」
と
題
し
て
岡
山
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
教
授
の
五
福
明

夫
会
員
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
療
の
高
度
化
や
効
率
化
支
援
の
た
め
の
工
学
基
盤
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
岡
山
大

学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
に
、
医
療
支
援
機
器
や
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

の
学
内
連
携
を
目
的
と
し
て
、
今
年
四
月
、
五
福
教
授
が
中
心
と
な
り
新
た
に
生
命
医

用
工
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
講
演
で
は
同
専
攻
が
進
め
て
い
る
最
新
の
取
り

組
み
事
例
と
し
て
、
①
疾
患
診
断
で
の
効
果
的
な
診
療
ツ
リ
ー
構
築
手
法
、
②
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術
を
鏡
療
法
に
応
用
し
た
上
肢
難
治
性
慢
性
疼
痛
の
治
療
法
と
そ

の
成
果
、
③
現
場
の
執
刀
医
な
ど
に
対
し
て
遠
隔
の
専
門
医
が
支
援
す
る
リ
モ
ー
ト
手

術
支
援
シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
画
像
技
術
、
執
刀
医
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
遠
隔

指
示
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術
な
ど
幅
広
い
技
術
を
包
含
す
る
生
命
医
用
工
学
分
野
の

一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

講
演
会
の
あ
と
同
じ
会
場
で
出
席
者
全
員
の
記
念
写
真
が
あ
っ
て
、
懇
親
会
に
移
り
、

新
田
隆
司
会
員
の
司
会
で
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
京
大
理
事

・
副
学
長
に
就
任
さ
れ
た
杉
万
俊
夫
会
員
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
さ
ら
に
米
国
原
子

力
学
会
で
人
的
要
因
・
原
子
力
計
装
制
御
分
野
の
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
ド
ン
・
ミ
ラ
ー

賞
を
授
与
さ
れ
た
吉
川
榮
和
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
若
林
先
生
の
発
声

で
宴
に
移
り
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の
近
況
報
告
が
終
わ
っ
た
の
ち
散
会
し
ま
し
た
。

講
演
の
詳
細
は
、
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

シンビオ社会研究会・黄檗会共催　懇親会の参加者集合写真

(※) http://symbio-newsreport.jpn.org/ 

東京講演会の風景

(※)http://symbio-newsreport.jpn.org/
                     ?type=report&action=detail&id=34
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演
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・
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親
会（
黄
檗
会
と
共
催
）報
告

 
 

福
島
事
故
後
四
年
を
経
過
し
、
わ
が
国
の
す
べ
て
の
原
発
は
停
止
し
て
い
ま
す
。
電
気

供
給
そ
の
も
の
は
、
福
島
事
故
以
前
は
経
済
性
の
面
か
ら
休
眠
中
の
火
力
発
電
所
の
フ
ル

稼
働
に
加
え
急
遽
の
新
設
で
確
保
さ
れ
て
い
て
、
幸
い
に
も
こ
れ
ま
で
電
力
需
給
上
の
問

題
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
原
発
な
し
で
も
電
気
供
給
は
大
丈
夫
と

の
世
論
形
成
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
将
来
基
盤
に
関
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
検
討

ま
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
例
年
は
三
月
上
旬
に
大
阪
で
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
問
題
の
国
際
動
向
」
に
関
わ
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

六
年
度
は
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状
と
将
来
の
在
り
方
に
そ
の
観
点
を
転
換

し
て
、
東
京
と
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
」
を
共
通
の
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
講
演
会
は
黄
檗
会
と
の
共
催
で
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
、
京
都
大
学
東
京
オ

フ
ィ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
澤
昭
裕
氏
（
国
際
環
境
経
済
研
究
所
副
理
事
長
・
所

長
）
か
ら
「
今
、
何
を
議
論
す
べ
き
な
の
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検

討
」
と
題
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
視
点
と
基
本
計
画
、
電
力
自
由
化
、
原
子
力
の
規
制

問
題
お
よ
び
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
さ
れ
、
福
島
事
故
後
の
原
子
力
事
業

に
は
そ
の
厳
し
い
現
実
を
認
識
し
て
事
業
経
営
の
改
め
る
べ
き
事
項
を
指
摘
し
、
一
方
本

来
の
使
命
を
認
識
し
て
い
な
い
原
子
力
規
制
委
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
と
規
制
上

改
め
る
べ
き
事
項
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
山
本
隆
三
氏
（
同
主
席
研
究
員
）
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
経
済
成
長
」
と
題
す
る
講
演
で
は
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
や
経
済
問
題
を
米
欧
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
原
子
力
活
用
の
具
体
的
な
進
め
方
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

両
講
演
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)

を
参
照
く
だ
さ
い
。

浦
山　

大
輝　

記

「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
」 

東
京
講
演
会
報
告

吉
田　

民
也　

記

 

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
、
京
都
大
学
時
計
台
記
念
館
二
階
の
会
議
室
Ⅲ
で
の

当
会
通
常
総
会
の
後
、
「
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
の
診
断
、
運
転
員
支
援
シ
ス
テ
ム
か
ら
医

療
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
」
と
題
し
て
岡
山
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
教
授
の
五
福
明

夫
会
員
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
療
の
高
度
化
や
効
率
化
支
援
の
た
め
の
工
学
基
盤
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
岡
山
大

学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
に
、
医
療
支
援
機
器
や
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

の
学
内
連
携
を
目
的
と
し
て
、
今
年
四
月
、
五
福
教
授
が
中
心
と
な
り
新
た
に
生
命
医

用
工
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
講
演
で
は
同
専
攻
が
進
め
て
い
る
最
新
の
取
り

組
み
事
例
と
し
て
、
①
疾
患
診
断
で
の
効
果
的
な
診
療
ツ
リ
ー
構
築
手
法
、
②
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術
を
鏡
療
法
に
応
用
し
た
上
肢
難
治
性
慢
性
疼
痛
の
治
療
法
と
そ

の
成
果
、
③
現
場
の
執
刀
医
な
ど
に
対
し
て
遠
隔
の
専
門
医
が
支
援
す
る
リ
モ
ー
ト
手

術
支
援
シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
画
像
技
術
、
執
刀
医
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
遠
隔

指
示
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術
な
ど
幅
広
い
技
術
を
包
含
す
る
生
命
医
用
工
学
分
野
の

一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

講
演
会
の
あ
と
同
じ
会
場
で
出
席
者
全
員
の
記
念
写
真
が
あ
っ
て
、
懇
親
会
に
移
り
、

新
田
隆
司
会
員
の
司
会
で
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
京
大
理
事

・
副
学
長
に
就
任
さ
れ
た
杉
万
俊
夫
会
員
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
さ
ら
に
米
国
原
子

力
学
会
で
人
的
要
因
・
原
子
力
計
装
制
御
分
野
の
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
ド
ン
・
ミ
ラ
ー

賞
を
授
与
さ
れ
た
吉
川
榮
和
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
若
林
先
生
の
発
声

で
宴
に
移
り
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の
近
況
報
告
が
終
わ
っ
た
の
ち
散
会
し
ま
し
た
。

講
演
の
詳
細
は
、
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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                     ?type=report&action=detail&id=34



活
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告
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報
告

シ
ン
ビ
オ
研
究
談
話
会
報
告

中
村　

洋
之　

記

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
開
始
し
た
シ
ン
ビ
オ
研
究
談
話
会
で
は
、
大
学
な
ど
で
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
る
当
会
会
員
が
交
互
に
そ
の
研
究
成
果
の
発
表
を
行
い
、
参
加
者
と
意
見
交
換

し
考
察
を
深
め
る
場
と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
研
究
談
話
会
の
発
表
資
料
や
質
疑

応
答
を
ま
と
め
て
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
掲
載
し

て
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
「
科
学
技
術
の
望
ま
し
い
社
会
的
共
生
を
共
考
す
る
広
場
」
の
立
ち

位
置
か
ら
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
賛
否
が
半
ば
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
と
、
原

子
力
発
電
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
話
題
提
供
者
と
参
加
者
と
が
自
由
に
意
見
を
交
わ
す
討
論
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
成
松
洋
会
員
が
話
題
提
供
者
と
な
り
、
外
国
の
事

例
、
日
本
に
カ
ジ
ノ
を
導
入
す
る
意
義
や
利
害
得
失
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
吉
田
民
也
会

員
か
ら
福
島
事
故
を
境
に
著
し
く
反
対
に
傾
い
て
い
る
原
子
力
発
電
へ
の
社
会
世
論
の
特
徴

を
、
原
子
力
学
会
な
ど
の
調
査
結
果
を
も
と
に
紹
介
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
と

し
て
参
加
の
（
一
社
）
文
化
農
場
代
表
理
事
・
「
な
が
ら
の
座
・
座
」
主
宰
の
橋
本
敏
子
氏

は
、
カ
ジ
ノ
の
よ
う
な
賭
博
業
に
対
す
る
日
本
人
の
伝
統
的
拒
否
感
の
存
在
と
、
そ
う
い
う

文
化
風
土
の
中
で
Ｉ
Ｒ
の
事
業
計
画
は
長
期
的
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
創
造
す
る
の
か
を
具

体
的
に
示
す
工
夫
が
必
要
で
な
い
か
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
長
年
の
経
験
か
ら
も
一
般
に
原
発
を
含
め
て
迷
惑
施
設
と
見
ら
れ
が
ち
な
施
設
の
立
地
受

容
に
は
独
特
の
工
夫
を
要
す
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
話
題
提
供
者
の
資
料
と
討
論
の
記
録
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
&
レ
ポ
ー
ト(

※
)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

大
阪
講
演
会
は
東
京
講
演
会
に
引
き
続
き
同
じ
テ
ー
マ
で
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日
に

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
橘
川
武
郎
氏
（
一
橋
大
学
教
授
。
現
東
京
理
科
大
教
授
）
か
ら
、
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
同
氏
は
、
原
子
力
、
再
生
エ
ネ
や
化
石
エ
ネ
等
の
最

新
動
向
を
紹
介
し
つ
つ
、
二
○
三
○
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
策
定
に
は
、
現
実
性
、

総
合
性
、
国
際
性
、
地
域
性
の
四
つ
の
視
点
が
重
要
と
の
自
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
福
島
事
故
後
の
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
新
た
な
原
子
力
基
準
が
原

発
再
稼
働
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
四
十
年
を
越
え
る
原
発
は
次

々
と
停
止
し
て
い
く
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
二
○
三
○
年
の
原
子
力
の
比
率
は
十
五
か
ら
二
十
％

が
順
当
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
同
氏
の
電
源
ミ
ッ
ク
ス
の
考
え
に
概
ね
賛
同
す
る
が

原
子
力
の
四
十
年
超
運
転
延
長
や
新
設
炉
導
入
の
可
能
性
も
否
定
せ
ず
に
二
十
％
を
超
え
る
比

率
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
竹
内
純
子
氏
（
国
際
環
境
経
済
研
究
所
理
事
・
主
席
研
究
員
）
か
ら
「
誤
解
だ
ら

け
の
電
力
問
題
ー
再
生
エ
ネ
・
自
由
化
・
脱
原
発
の
ド
イ
ツ
は
理
想
郷
か
？
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
福
島
後
、
電
源
の
九
割
が
化
石
燃
料
に
依
存
し
電
気
料
金
が
上
昇
の
う
え
、

中
東
で
不
測
事
態
が
起
こ
れ
ば
一
九
七
○
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
同
様
の
混
乱
が
懸
念
さ

れ
る
。
原
発
の
再
稼
働
が
見
通
せ
ず
、
国
連
の
気
候
変
動
枠
組
み
交
渉
で
も
自
国
の
目
標
値
を

掲
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
同
氏
は
こ
う
し
た
状
況
で
も
理
想
像
と
さ
れ
る
脱
原
発
、
脱
化
石

燃
料
、
再
エ
ネ
を
主
体
と
す
る
経
済
へ
の
移
行
を
目
指
す
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
政
策
を

分
析
し
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
考
え
る
べ
き
論
点
を
広
範
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

両
講
演
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト(

※
)

を
参
照
く
だ
さ
い
。

「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
」 

大
阪
講
演
会
報
告

吉
田　

民
也　

記

研究談話会の風景
(※)http://symbio-newsreport.jpn.org/
                        ?type=report&action=detail&id=33

大阪講演会の会場写真
(※)http://symbio-newsreport.jpn.org/
                      ?type=report&action=detail&id=35
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シ
ン
ビ
オ
研
究
談
話
会
報
告

中
村　

洋
之　

記

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
開
始
し
た
シ
ン
ビ
オ
研
究
談
話
会
で
は
、
大
学
な
ど
で
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
る
当
会
会
員
が
交
互
に
そ
の
研
究
成
果
の
発
表
を
行
い
、
参
加
者
と
意
見
交
換

し
考
察
を
深
め
る
場
と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
研
究
談
話
会
の
発
表
資
料
や
質
疑

応
答
を
ま
と
め
て
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ー
ズ
＆
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
掲
載
し

て
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
「
科
学
技
術
の
望
ま
し
い
社
会
的
共
生
を
共
考
す
る
広
場
」
の
立
ち

位
置
か
ら
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
賛
否
が
半
ば
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
と
、
原

子
力
発
電
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
話
題
提
供
者
と
参
加
者
と
が
自
由
に
意
見
を
交
わ
す
討
論
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
成
松
洋
会
員
が
話
題
提
供
者
と
な
り
、
外
国
の
事

例
、
日
本
に
カ
ジ
ノ
を
導
入
す
る
意
義
や
利
害
得
失
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
吉
田
民
也
会

員
か
ら
福
島
事
故
を
境
に
著
し
く
反
対
に
傾
い
て
い
る
原
子
力
発
電
へ
の
社
会
世
論
の
特
徴

を
、
原
子
力
学
会
な
ど
の
調
査
結
果
を
も
と
に
紹
介
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
と

し
て
参
加
の
（
一
社
）
文
化
農
場
代
表
理
事
・
「
な
が
ら
の
座
・
座
」
主
宰
の
橋
本
敏
子
氏

は
、
カ
ジ
ノ
の
よ
う
な
賭
博
業
に
対
す
る
日
本
人
の
伝
統
的
拒
否
感
の
存
在
と
、
そ
う
い
う

文
化
風
土
の
中
で
Ｉ
Ｒ
の
事
業
計
画
は
長
期
的
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
創
造
す
る
の
か
を
具

体
的
に
示
す
工
夫
が
必
要
で
な
い
か
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
長
年
の
経
験
か
ら
も
一
般
に
原
発
を
含
め
て
迷
惑
施
設
と
見
ら
れ
が
ち
な
施
設
の
立
地
受

容
に
は
独
特
の
工
夫
を
要
す
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
話
題
提
供
者
の
資
料
と
討
論
の
記
録
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
&
レ
ポ
ー
ト(

※
)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

大
阪
講
演
会
は
東
京
講
演
会
に
引
き
続
き
同
じ
テ
ー
マ
で
、
平
成
二
十
七
年
二
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二
十
日
に

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
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に
て
開
催
し
ま
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。
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。
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介
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○
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踏
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将
来
型
I
&
C 

と 

二
十
一
世
紀
の
共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
合
同
国
際
会
議

         （
I
S
O
F
I
C
/
I
S
S
N
P
2
0
1
4
）参
加
報
告

吉
川　

榮
和　

記

　

標
記
の
国
際
会
議
は
二
○
一
四
年
八
月
二
十
四
～
二
十
八
日
に
韓
国
済
州
島
国

際
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
韓
国
の
次
世
代
型
Ｐ
Ｗ

Ｒ
向
け
の
フ
ル
デ
ィ
ジ
タ
ル
型
計
装
制
御
系
・
中
央
制
御
室
の
技
術
開
発
を
推
進

し
た
産
官
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
韓
国
で
三
年
毎
に
開
催
す

る
I
S
O
F
I
C
に
、
二
○
○
七
年
日
本
の
敦
賀
で
始
め
ら
れ
た
I
S
S
N
P
が

相
乗
り
し
た
も
の
で
、
招
待
講
演
六
件
、
一
般
技
術
論
文
一
二
六
件
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
一
般
技
術
論
文
は
、
計
装
制
御
関
係
七
十
件
、
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
関
係
三
十
五
件
、
共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
関
係
二
十
一
件
に
分
類
さ

れ
、
国
際
会
議
の
性
格
と
し
て
は
本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
も
紹
介
し
て
い
る
米
国

原
子
力
学
会
の
人
的
要
因
・
計
測
制
御
部
会
が
三
年
毎
に
米
国
で
開
催
し
て
い
る

N
P
I
C
&
H
M
I
T
と
ト
レ
ン
ド
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
そ
の
東
ア
ジ
ア
版
の
国
際

会
議
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
参
加
者
の
会
場
前
集
合
写
真
を
示
す
が
、
参
加
者

は
約
二
○
○
名
で
韓
国
外
か
ら
は
七
十
名
程
度
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者

は
福
島
事
故
の
影
響
で
少
な
く
筆
者
の
京
大
在
職
時
代
と
は
残
念
だ
が
す
っ
か
り

様
変
わ
り
し
て
い
る
。

 
 

こ
の
韓
国
の
会
議
で
は
優
秀
論
文
賞
の
表
彰
が
あ
る
が
、
今
回
の
表
彰
者
六
人

と
大
会
長
キ
ム
・
キ
ュ
ッ
ク
ヒ
ム
氏
（
ド
ー
サ
ン
重
工
副
社
長
）
と
の
記
念
写
真

を
掲
載
す
る
。
日
本
人
表
彰
者
は
三
名
と
気
を
吐
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
保
全
学
会
、

信
頼
性
学
会
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
学
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
あ

る
。 第

二
十
二
回
原
子
力
工
学
国
際
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
２
２
）　

　

参
加
報
告

久
郷　

明
秀　

記

　

第
二
十
二
回
原
子
力
工
学
国
際
会
議
（
I
C
O
N
E
2
2
）
は
二
〇
一
四
年
七
月
七
日
～
十

一
日
の
間
、
東
欧
の
古
都
で
あ
る
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
者
は

J
A
N
S
I
を
代
表
し
て
参
加
し
、
J
A
N
S
I
の
活
動
状
況
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

J
A
N
S
I
が
組
織
委
員
会
事
務
局
と
し
て
二
〇
一
五
年
五
月
十
七
日
～
二
十
一
日
に
幕
張
メ

ッ
セ
（
千
葉
県
）
で
開
催
予
定
の
I
C
O
N
E
2
3
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

I
C
O
N
E
は
、
原
子
力
工
学
の
研
究
開
発
全
般
を
対
象
と
す
る
国
際
会
議
で
、
そ
の
第
一
回

会
議
が
一
九
九
一
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
概
ね
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
I
C
O
N
E
2
2
で
は
、
世
界
三
十
カ
国
以
上
か
ら
八
三
五
名
（
う
ち
日
本
は
約
一
六

○
名
）
の
機
械
工
学
、
原
子
力
工
学
に
関
す
る
研
究
者
、
技
術
者
等
が
一
堂
に
会
し
て
、
各
々

の
専
門
分
野
に
お
け
る
技
術
／
研
究
発
表
お
よ
び
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
者
は
、
会
議
冒
頭
の
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
福
島
事
故
後
の
日
本
の
原
子
力
の
現
状

と
J
A
N
S
I
の
使
命
と
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
技
術

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
（
一
）
J
A
N
S
I
運
営
の
原
子
力
発
電
所
運
転
責
任
者
の
認
定
業
務
と
福

島
第
一
事
故
の
教
訓
の
反
映
、
（
二
）
J
A
N
S
I
開
発
の
敷
地
内
断
層
変
異
評
価
手
法
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
議
晩
餐
会
（
出
席
者
：
約
四
○
○
名
）
で
は
、
二
○
一
五
年
に
日
本
で
開
催
す
る

I
C
O
N
E
2
3
の
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
動
画
も
使
用
し
開
催
地
日
本
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
今
年
五
月
下
旬
日
本
で
開
催
す
る
I
C
O
N
E
2
3
に
向
け
て
、
準
備
万
端
滞
り
な

く
務
め
て
お
り
、
会
議
を
通
じ
て
日
本
の
原
子
力
事
業
界
の
再
生
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

原子力工学国際会議
会議場正面玄関での参加者集合写真

久郷　明秀　会員

今回の表彰者６人
と大会長キム・
キュックヒム氏
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の
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待
講
演
六
件
、
一
般
技
術
論
文
一
二
六
件
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
一
般
技
術
論
文
は
、
計
装
制
御
関
係
七
十
件
、
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
関
係
三
十
五
件
、
共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
関
係
二
十
一
件
に
分
類
さ

れ
、
国
際
会
議
の
性
格
と
し
て
は
本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
も
紹
介
し
て
い
る
米
国

原
子
力
学
会
の
人
的
要
因
・
計
測
制
御
部
会
が
三
年
毎
に
米
国
で
開
催
し
て
い
る

N
P
I
C
&
H
M
I
T
と
ト
レ
ン
ド
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
そ
の
東
ア
ジ
ア
版
の
国
際

会
議
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
参
加
者
の
会
場
前
集
合
写
真
を
示
す
が
、
参
加
者

は
約
二
○
○
名
で
韓
国
外
か
ら
は
七
十
名
程
度
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者

は
福
島
事
故
の
影
響
で
少
な
く
筆
者
の
京
大
在
職
時
代
と
は
残
念
だ
が
す
っ
か
り

様
変
わ
り
し
て
い
る
。

 
 

こ
の
韓
国
の
会
議
で
は
優
秀
論
文
賞
の
表
彰
が
あ
る
が
、
今
回
の
表
彰
者
六
人

と
大
会
長
キ
ム
・
キ
ュ
ッ
ク
ヒ
ム
氏
（
ド
ー
サ
ン
重
工
副
社
長
）
と
の
記
念
写
真

を
掲
載
す
る
。
日
本
人
表
彰
者
は
三
名
と
気
を
吐
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
保
全
学
会
、

信
頼
性
学
会
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
学
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
あ

る
。 第

二
十
二
回
原
子
力
工
学
国
際
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
２
２
）　

　

参
加
報
告

久
郷　

明
秀　

記

　

第
二
十
二
回
原
子
力
工
学
国
際
会
議
（
I
C
O
N
E
2
2
）
は
二
〇
一
四
年
七
月
七
日
～
十

一
日
の
間
、
東
欧
の
古
都
で
あ
る
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
者
は

J
A
N
S
I
を
代
表
し
て
参
加
し
、
J
A
N
S
I
の
活
動
状
況
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

J
A
N
S
I
が
組
織
委
員
会
事
務
局
と
し
て
二
〇
一
五
年
五
月
十
七
日
～
二
十
一
日
に
幕
張
メ

ッ
セ
（
千
葉
県
）
で
開
催
予
定
の
I
C
O
N
E
2
3
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

I
C
O
N
E
は
、
原
子
力
工
学
の
研
究
開
発
全
般
を
対
象
と
す
る
国
際
会
議
で
、
そ
の
第
一
回

会
議
が
一
九
九
一
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
概
ね
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
I
C
O
N
E
2
2
で
は
、
世
界
三
十
カ
国
以
上
か
ら
八
三
五
名
（
う
ち
日
本
は
約
一
六

○
名
）
の
機
械
工
学
、
原
子
力
工
学
に
関
す
る
研
究
者
、
技
術
者
等
が
一
堂
に
会
し
て
、
各
々

の
専
門
分
野
に
お
け
る
技
術
／
研
究
発
表
お
よ
び
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
者
は
、
会
議
冒
頭
の
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
福
島
事
故
後
の
日
本
の
原
子
力
の
現
状

と
J
A
N
S
I
の
使
命
と
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
技
術

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
（
一
）
J
A
N
S
I
運
営
の
原
子
力
発
電
所
運
転
責
任
者
の
認
定
業
務
と
福

島
第
一
事
故
の
教
訓
の
反
映
、
（
二
）
J
A
N
S
I
開
発
の
敷
地
内
断
層
変
異
評
価
手
法
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
議
晩
餐
会
（
出
席
者
：
約
四
○
○
名
）
で
は
、
二
○
一
五
年
に
日
本
で
開
催
す
る

I
C
O
N
E
2
3
の
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
動
画
も
使
用
し
開
催
地
日
本
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
今
年
五
月
下
旬
日
本
で
開
催
す
る
I
C
O
N
E
2
3
に
向
け
て
、
準
備
万
端
滞
り
な

く
務
め
て
お
り
、
会
議
を
通
じ
て
日
本
の
原
子
力
事
業
界
の
再
生
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

原子力工学国際会議
会議場正面玄関での参加者集合写真

久郷　明秀　会員

今回の表彰者６人
と大会長キム・
キュックヒム氏



活
動
報
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会
員
か
ら
の
寄
稿

 
 

標
記
の
国
際
会
議
は
、
米
国
原
子
力
学
会
の
人
的
要
因
・
計
測
制
御
部
会
が
三
年
に1

度

米
国
内
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
相
当
古
い
歴
史
が
あ
り
、
こ
の
分
野
で
は
世
界
最
大
規

模
の
論
文
数
が
発
表
さ
れ
る
会
議
で
あ
る
。
今
回
は
米
国
南
東
部
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
市
の
ウ
ェ
ス
チ
ン
ホ
テ
ル
を
会
場
に
二
○
一
五
年
二
月
二
十
三-

二
十
六

日
の
四
日
間
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
数
は
四
六
三
名
（
米
国
内
三
百
十
七
名
、
国
外
一
四

六
名
）
、
参
加
国
二
十
六
か
国
で
、
海
外
で
は
韓
国
二
十
六
名
、
フ
ラ
ン
ス
二
十
名
、
カ

ナ
ダ
十
二
名
、
中
国
十
名
の
順
、
発
表
論
文
数
は
三
五
八
件
で
あ
る
。
ま
た
会
議
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
プ
レ
ナ
リ
講
演
の
件
数
が
多
く
、
会
期
を
通
じ
て
全
部
で
十
三
件
あ
っ
た
。
全

デ
ィ
ジ
タ
ル
化
計
装
制
御
系
と
中
央
制
御
室
技
術
が
世
界
的
に
進
展
し
、
ソ
フ
ト
信
頼
性

評
価
の
規
制
対
応
面
で
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
技
術
の
採
用
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
対
策
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
と
く
に
目
立
っ
た
こ
と
で
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
が
極
め
て
少
な
く
、
過
去
常
連
の

規
制
関
係
機
関
、
原
子
力
機
構
、
電
中
研
、
大
学
研
究
者
か
ら
の
参
加
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

福
島
事
故
後
、
規
制
委
員
長
は
世
界
最
高
の
原
子
力
安
全
を
目
指
す
と
い
う
割
に
は
、
日

本
で
は
新
し
い
研
究
開
発
に
ま
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ
と
が
国
際
会
議
で
の
こ
う

い
っ
た
風
潮
に
表
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
る
。
な
お
会
議
晩
さ
ん
会

が
ウ
ェ
ス
チ
ン
ホ
テ
ル
近
所
の
カ
ー
レ
ー
ス
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
大
会
長
の
ハ
シ
ュ
ミ

ア
ン
さ
ん
か
ら
報
告
者
に
二
○
一
四
年
度
ド
ン
＝
ミ
ラ
ー
賞
プ
レ
ー
ト
が
授
与
さ
れ
た
。

第
９
回
米
国
原
子
力
学
会
ト
ピ
カ
ル
会
議

　
（
N
P
I
C
&
H
M
I
T
2
0
1
5
）参
加
報
告

吉
川　

榮
和　

記

IWFM2015が2015年3月30日〜31日に、桜が満開の岡山大学津島キャンパ
スで開催されました。本ワークショップは、2012年11月のデンマーク工
科大学での第１回に続いて開催されたものです。今回のワークショップ
では、マルチレベル・フロー・モデリング（MFM）の提唱者のMorten 
Lind名誉教授のキーノート・レクチャをはじめとして、安全性／信頼性
解析、移動および視覚ベースのロボット、設計や運転への機能モデルの
適用に関する14件の講演があり、研究成果について活発な意見交換が行
われました。システム安全や運転支援のみならず制御システムの機能の
モデル化も今後の重要なテーマとなることや、定期的に開催することな
どが確認されました。

五福　明夫　記

長松　隆　記

2014年3月末日から1年間、神戸大学若手教員長期海外派遣制度により、
ミュンヘン工科大学のGerhard Rigoll教授の研究室（Lehrstuhl für 
Mensch-Maschine-Kommunikation） に滞在する機会を得ました。当該研
究室では、音声、拡張現実感、視線などを利用した研究を行っており、
私は、実車を使った運転シミュレータを用いて、キャリブレーションフ
リー視線計測装置の改良、主に計測可能範囲の拡大と安定性向上に関す
る研究を行いました。
滞在中は、地の利を活かし
て、各種国際会議への参加
や、ITUコペンハーゲンの
視線計測装置の研究者と共
同研究を行うなど、大変有
意義に過ごせました。

カーレース記念館での大会長
ハシュミアン氏とのスナップ

2012年度ドンミラー賞受賞の
グロックラー氏とのスナップ

工学システムの設計と運転のための機能モデリングに
関する第２回国際ワークショップ（IWFM2015）報告

ミュンヘン工科大学滞在報告

実車を使った運転シミュレータ
での報告者のグループの研究紹介
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 自学自修自彊の勧め

シンビオ社会研究会の会員情報・役員リスト

活動報告
・シンビオ・黄檗会共催講演会
・「日本のエネルギー政策の動向」東京講演会、同 大阪講演会
・研究談話会
・第２２回原子力工学国際会議（ＩＣＯＮＥ22）参加報告
・将来型Ｉ＆Ｃと２１世紀の共生型原子力システム
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　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＭＩＴ2015）参加報告
・会員からの寄稿
　・工学システムの設計と運転のための機能モデリングに
　　関する第２回国際ワークショップ（ＩＷＦＭ2015）報告
　・ミュンヘン工科大学滞在報告
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2014年度の主な活動実績

5月23日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　シンビオ講演会（黄檗会との共催：京都）
8月18日　　 第2回理事会・第1回研究談話会
11月14日　　「日本のエネルギー政策の動向」東京講演会

2015年
2月20日　　 第3回理事会・
　　　　　　「日本のエネルギー政策の動向」大阪講演会
4月24日　　 第4回理事会（2014年度）

2015年度の主な活動予定

4月24日　　 通常総会・第1回理事会・
　　　　　　シンビオ講演会(黄檗会との共催：京都）
5月17～21日 ＩＣＯＮＥ23(幕張)に協賛
8月25～28日 ＳＴＳＳ/ＩＳＳＮＰ2015(京都)に協賛　　 
12月　　　　第2回理事会・
　　　　　　関東シンビオ・黄檗会講演会（東京）
2016年
3月　　 　　第3回理事会・シンビオ講演会(関西)
5月　　　　 第4回理事会
　　　　　　


